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紹介コメント 

 目次を見て分かるように、章立てごとの節、項が細分化されておりそれだけ著者の視点

が細部まで検討が及んでいる。1章では、地下環境問題について従来からの地盤沈下や塩水

化のほか今日的な、汚染問題、地下熱問題、気候変動の影響、都市化と地下水問題を総括

的に述べている。第 2 章では、都市の経済的発展に欠かせない水需要・地下水利用と地盤

沈下に絞って東京、大阪、ソウル、台北、バンコクを事例に分析している。題 3 章では、

発展過程の異なる東京、大阪、ソウル、台北、バンコク、ジャカルタ、マニラを取り上げ

て、都市の発展（GIS による土地利用の変化として）と、水環境（地下水位、地盤沈下、水

質汚染）の変化を時系列にとらえる事で先進的な都市と後進的な都市の対応の状況を分析

検討している。第 4 章では、地下水問題に絞って、東京・大阪の地下水位低下→地盤沈下

→揚水規制→地下水位の上昇を事例にしてアジアの他の都市、台北、バンコク、ジャカル

タの現状を分析。題 5 章では、モニタリングの新たな方法として、重力測定による地下水

位の変動の把握の可能性について原理、精度、調査手法、から研究事例を取り上げている。

第 6 章では、都市の発展と物質負荷と地下汚染に絞って発展途上国の現状に言及。第 7 章

では、都市の地熱変動・地下水の水温変動に絞って主要都市の地熱変動研究の重要さを説

いている。 

 以上から、この半世紀以上の間に起きた、アジアモンスーン地帯に立地する大都市個別

の発展と地下環境変化について先進的に事象を経験し立ち直ってきた東京・大阪を踏まえ

て近隣諸国の台北、ソウル、マニラ、ジャカルタ、バンコクの事象変化と対応状況及び今

後の進め方への提案を含めた力作である。 

 


